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※ 町内配付 ６月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

～～ＦＦＩＩＦＦＡＡワワーールルドドカカッッププ ～～
ワールドカップで熱戦が繰り広げられています。私も毎日観戦しています。人気チームの試合で

は10億人が…全試合を合わせると、延べ３００億人以上の人がテレビを見ると言われています。世

界人口が76億人ですから、世界中の人が1人4試合を見る計算です。いかにたくさんの人がこのワー

ルドカップに興味を持ち、楽しんでいるかが分かります。選手にとっては正に夢の舞台です。

今ロシア大会は、日本チームのコロンビア戦勝利もさることながら、強豪チームが相次いで負け

るなど、連日大きな話題となっています。話題といえば「ＶＡＲ(Video Assistant Referee）」が

今大会から導入されました。勝敗に関わるようなプレーをビデオで確認する審判です。13名が交代

で行っています。ちなみに主審は35名、副審が63名で合計111名の審判が46カ国から選出されて

いるそうです。日本人も3名の方が選ばれています。ワールドカップに代表として出場できる選手は、

1チーム23名×32カ国で736人ですから、選手人口に対する出場選手数ほどではないにしても、審

判にとっても出場(?)が難しい夢の舞台です。

ところで、サッカーの試合を見る時に、審判の様子や動きに注目して見たことがあるでしょうか。

サッカーの主審は1試合で、なんと12kmも走るのだそうです。選手の平均が10kmだそうですから、

そうとうな走力が必要です。また、テレビで審判の様子を見ていると、実に毅然とした態度でカッ

コいいです。体力だけでなく、サッカーのプレーを知り尽くした上で、一瞬の判断力や強い正義感、

公平な心を持つ人でないと務まらないのが審判です。私もバスケットボールの審判をした経験があ

りますが、公式戦ではプレッシャーも感じましたし、会場を埋める人々の目や声も多少は気になり

ました。数万人で満員のスタジアム、テレビで10億人が見る試合のプレッシャーはどれほどか、想

像もつきません。

ワールドカップでは選手の華麗なプレーやゴールシーンが楽しみですが、時々、審判に注目して

試合を見ると、また違った気づきやおもしろさがあると思います。

どんなことにも言えると思いますが、視点、目のつけ所を変えて物事を見ると、今まで気づかな

かったことが分かったり、教えられたりするものです。同じ方向や同じ面をいつもと同じように見

たり聞いたりするのではなく、いつもとは違った見方をしてみると、違うモノが見えてきて、心が

豊かになったり、頭を働かせる力が強くなったりするのかなと思います。

子供たちにはぜひ、いろいろな見方、考え方ができるようになって、変化の激しいこれからの時

代を生きていく力にしてほしいものです。

「ＦＩＦＡワールドカップ」と銘打ちながら、実はこんなことを伝えたかったのですが、待ちに

待った4年に1度のワールドカップです。くれぐれも寝不足に気をつけて、ぜひ楽しみましょう！

追伸： 日本代表グループステージ第２戦のセネガル戦は2-2の同点引き分けでした。先制、勝ち

越しされても二度追いつく素晴らしい試合でした。日本代表チームへの印象が変わりました。

そういえば、日本人サポータから広がっている「試合後のスタジアムのゴミ拾い」も大き

な話題となっているようです。日本人の美徳、ボランティア精神が世界に広がっていること

は、試合に勝つことよりも日本人として誇らしく、嬉しい気持ちになりますね。

 
 



夏本番！「プール開き」！！夏本番！「プール開き」！！
22日(金)に待ちに待った「プール開き」をしました。まずは体育館で

各学年の代表児童（沙樹さん･愛菜さん･孝太さん･紗衣羽さん･実凜愛さ

ん）から、それぞれの意気込み発表、決意表明があり、その後、今年初

めてのプールを楽しみました。今月6日にプール清掃を行い、その後ゆ

っくりゆっくりためられた(水道の関係で満水まで2週間ほどかかるので

す)水温は27℃もありました。気温は25℃でプールに入るには少し低め

でしたが、強い日差しのおかげで絶好のプール開きとなりました。

7月23日(月)の校内水泳記録会と28日(土)の小学校親善水泳大会に向

けて、今週から本格的に水泳授業と課外活動が始まります。記録を伸ば

すとかだけでなく、どんなことでも自分の目標やめあてをしっかりと持

って、がんばってほしいです。

いきいきサロンの皆さんと…「運動教室」いきいきサロンの皆さんと…「運動教室」
21日(木)、市の体育指導員の遠藤先生をお迎えして、いきいきサロン

の皆さんと子どもたちで、「ラダーゲッター」というゲームを楽しみま

した。アメリカンクラッカーのように紐でつながった2つの玉でできて

いる球をハシゴ状の的に投げて引っ掛けて得点を競うという、比較的単

純なゲームですが、これがなかなか難しく、思うようにいきません。

遠藤先生から、2種類の遊び方を紹介してい

ただいて、いきいきサロンの皆さんと子どもた

ちと先生方が混合の4チームに分かれてゲーム

を楽しみました。大きな声で笑い、体で喜びを

表し、楽しい時間を過ごしました。

「おかえりなさい６年生」「おかえりなさい６年生」修学旅行終わる修学旅行終わる
先週の20日(水)～21日(木)の一泊二日で6年生4名が、東小千谷小学校の6年生61人と共に佐渡

の修学旅行に行ってきました。「たらい船」「和太鼓」「砂金採り」「イカの一夜干し作り」等の体験

や「金銀山」「佐渡奉行所」「トキの森公園」の見学と、盛り沢山の行程で見聞を広げてきました。

バスでの移動中に野生のトキを偶然見るなど貴重な体験もできたと聞いています。その他、高速

船やフェリー、東小のみなさんとの交流…一つ一つの経験が大切な宝物になったことと思います。

※ 「学校だより」は東山小学校ホームページにアップしています。写真もカラーでご覧になれ

ますので、ぜひ閲覧してみてください。＜http://www.city.ojiya.niigata.jp/east_mt/＞

東山小学校 ６月のめあて

「１学期の自分をふりかえり、もっと自分を高めよう！」
☆ 1学期の締めくくりとして、４～６月のめあての中から一つ選び、自分自身でもっと高めた
いところを見つめ直して、再挑戦しよう！
４月のめあて：「いつでも･どこでも･だれにでも、元気なあいさつや返事をしよう。」
５月のめあて：「はげまし合い、めあてに向けて最後までがんばろう。」
６月のめあて：「思いやりのある言葉づかいをしよう。」

※ 何ごとも、自分の取組や行動をふりかえることは、とても大切なことです。ふりかえることで、
「もっとできたかな…次こそやってやろう…」と決意したり、上手くできたことに満足して、自尊感
情が高まったりします。どちらにしても、それが次への意欲となり、それを繰り返していくことで人
は成長していくものだからです。
４～６月をふりかえり、もう一歩がんばって「１学期は○○をがんばった！」と終業式に胸を張っ

て言えると良いなと思います。


